
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　世界史に関係する記事や、美術関連の新聞記事は大変少ない。「スクラップ新聞」を作成するにも、北海道新聞の方の協力がなければ、記事を発見することができなかった。しかし修学旅行を経験したり、映画などで親しんでいる作品を学ぶことは、生徒にとって大きな刺激となった。
	TextField2: 　前単元で生徒は、中世においての宗教的人間観を学んだ。その後、ルネサンス的人間観を目の当たりにすると、その人間らしい姿や、作品に共感を得たようである。また、有名な作品に対して興味・関心は非常に高かった。
	TextField2: ①ルネサンスがまずイタリアで始まり、その後、西ヨーロッパ各国に広まっていったという過程を、当時の時　代背景を踏まえて確認する。（1時間）②「スクラップ新聞」を読み、ルネサンス作品に関する記事に触れる。また、多くの作品の中から興味ある記　事を見つけ、自らの意見を述べる。（1時間）…　本時③16世紀以降、アルプス以北に展開したルネサンスが、人文主義の思索を深めていったことを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1時間）④西欧ルネッサンスの人文主義について学ぶ。（2時間）⑤技術の進歩と科学の端緒について学ぶ。（2時間）（留意点）　・中世的人間観とルネサンス的人間観の違いと、移り変わりを理解させる。　・ルネサンス期のイタリアの主要都市、王国などの配置を地図で確認する。　・修学旅行で、実際の作品を目にしてきた生徒に対して、発問を行う。
	TextField2: 「ヨーロッパ世界の形成と展開」（教科書教材：実教出版）7時間
	TextField2: ルネサンス期の数ある作品の中から、印象深い作品を挙げ、自らの意見とその根拠を述べることができたか。
	TextField2: 　新聞記事を読むことで、中世的人間観からルネサンス的人間観への転換を、具体的な作品に触れて解説し、生徒に意見を発表させる。
	TextField2: 近代ヨーロッパの形成　ルネサンス
	TextField2: 世界史Ｂ（4単位）　36人
	TextField2: 第2学年
	TextField2: 岡本理美
	TextField2: 北海道東海大付属第四高等学校
	TextField1: ☆社会科におけるNIE実践 ～ スクラップ新聞を読んで世界史を学ぶ ～ 



